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「
百
貨
店
が
大
量
閉
鎖
時

》B

代
に
突
入
し
た
」
と
の
報
這

k

が
続
く
百
貨
店
業
界
。
市
場

‘▼ 疇
規
模
は
1
9
9
1年
の
売
上

▼
 叩

高
9
兆
7
0
0
0億
円
を
ピ

゜一ー
ク
に
、
あ
と
は
ほ
ぼ
前
年

て
比
マ
イ
ナ
ス
を
継
続
し
、

2

-
°
1
5年
に
は
約
6
兆
1
7

-°o憶
円
と
ピ
ー
ク
時
よ
り

K
3
7％
も
縮
小
し
た
。
イ
ン
バ

i

ウ
ン
ド
特
需
が
冷
め
る
と
、

ご
右
者
の
百
貨
店
離
れ
の
進

竺
b
、
郊
外
型
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

▼
グ
モ
ー
ル
（
以
下

sc)
や

》
ア
ウ
ト
レ
ッ
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の
台
頭
、
プ
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サ
ッ
ク
ス
・
フ
ィ
フ
ス
・
ア
ペ

ニ
ュ
ー
の
8
階
に
あ
る
特
選
婦

人
靴
売
り
場

ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
の
路
面
店

化
な
ど
厳
し
い
現
状
が
ぶ
り

返
す
。
多
く
の
百
貨
店
取
引

は
消
化
仕
入
れ
（
商
品
が
売

れ
た
時
点
で
売
り
上
げ
計
上

す
る
宛
上
仕
入
れ
）
か
つ
、

メ
ー
カ
ー
か
ら
の
派
遣
社
員

が
完
り
揚
で
販
売
す
る
商
慣

習
に
慣
ら
さ
れ
、
構
造
的
不

振
か
ら
抜
け
出
す
明
確
な
シ

ナ
リ
オ
は
描
け
て
い
な
い
。

本
来
百
貨
店
は
、
ア
ッ
パ

ー
ミ
ド
ル
か
ら
ア
ッ
パ
ー
層

に
向
け
た
上
翼
感
、
高
額
品
、

漉
行
本
筋
の
も
の
を
扱
う
業

態
で
あ
っ
た

が、

90年
以
降

は
統
一
的
な
テ

ナ
ン
ト
リ
ー
シ

ン
グ
に
よ
り
構

築
さ
れ
た
駅
ビ

ル
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
ビ
ル
、

S

C
な
ど
幅
広
い

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

専
門
店
に
よ
る

利
便
性
の
高
い

業
態
と
の
競
合

と
な
っ
た
。
今

後
、
百
貨
店
ら

し
さ
を
強
め
誇

-
g
ヽ
ー
・
‘
`
｀
`
‘
蘊

l
、
ー
・
＿
｀
—ィ

ン
グ
ス
、
三
陽
商
会
の
大

l

し
陶
鱈
鱈
い
鱈

舗
は
計
1
6
0
0店
以
上
に
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第

上
る
見
通
し
。
百
貨
店
経
営

癸

黒

禁

箋

て

い

た

衣

松
本
大
地

料
品
売
り
上
げ
の
下
げ
幅
が

年
々
大
き
く
な
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
犀
合
骨
を
揺
る
が
し

桑
-
欝
.

.

 

示
し
た
店
舗
か
、
テ
ナ
ン
ト
か
ね
な
い
。

10年
後
の
百
貨

を
集
積
し
た
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
店
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

型
店
舗
か
ど
ち
ら
が
生
き
残
を
考
え
れ
ば
、
今
構
造
改
革

る
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
に
乗
り
出
さ
な
け
れ
ば
明
日

し
今
の
百
貨
店
の
現
況
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

は
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
、
筆
者
が
考
え
る
共
通
す
る

テ
ナ
ン
ト
の
入
れ
蓄
え
、
サ
百
貨
店
ら
し
さ
と
は
、
「
豊

テ
ラ
イ
ト
店
で
の

S
C
出
富
な
品
躙
え
」
「
大
空
間
で

店
、
小
手
先
の
業
態
開
発
な
過
i
J
.
'
¥
o
l
非
曰
常
の
演
出
」

ど
の
対
症
療
法
的
な
治
療
で
「
良
錮
な
接
客
サ
ー
ビ
ス
」

は
な
く
、
思
い
切
っ
て
柵
造
の
3
要
素
だ
と
思
う
。
こ
の

や
体
質
を
変
え
る
大
手
術
が
ど
れ
が
抜
け
落
ち
て
も
百
貨

必

要

だ

。

店

の

プ

ラ

ン

ド

価

値

は

毀

撰

と
言
う
の
も
2
0
0
 
5
年
す
る
。
中
途
半
端
な
規
捩
の

に
日
本
百
貨
店
協
会
は
「
業
地
方
百
貨
店
、
都
市
部
も
含

態
再
創
造
」
を
軍
点
方
鉗
と
め
た
小
型
店
・
サ
テ
ラ
イ
ト

し
て
掲
げ
た
が
、

10年
後

の

店

も

3
要
素
が
響
き
合
わ
な

結
果
が
大
量
閉
鎖
時
代
で
い
の
で
、
必
ず
や
消
滅
の
一

は
、
単
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
途
と
な
ろ
う
。
こ
の
3
要
素

揺
げ
て
も
未
来
に
向
け
た
イ
を
発
揮
で
き
る
の
は
大
都
市

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
起
こ
せ
な
立
地
の
旗
艦
店
の
み
で
あ

い
こ
と
を
証
明
し
た
も
同
然
り
、
そ
こ
に
経
姦
醤
を
集

か
ら
だ
。
さ
ら
に
頭
烈
な
ア
中
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
百
貨

ゲ
イ
ン
ス
ト
な
の
は
、
今
ま
店
ら
し
い
「
絶
対
価
値
」
を

で
お
互
い
に
支
え
合
い
拡
大
高
め
、
深
め
、
頭
く
し
て
い

一
辺
倒
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
く
こ
と
が
肝
要
だ
。
絶
対
価

を
つ
く
っ
て
き
た
ア
パ
レ
ル
値
と
は
、
こ
こ
だ
け
は
時
代

メ
ー
カ
ー
と
の
関
係
が
崩
れ

3
変
化
が
あ
っ
て
も
守
り
抜

て
い
く
こ
と
だ
。
オ
ン
ワ
ー
く
哲
学
、
商
品
づ
く
り
、
人

ド
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
ワ
材
育
成
、
顧
客
と
の
約
束
な

ー
ル
ド
、

T
S
Iホ
ー
ル
デ
ど
有
形
無
形
の
唯
一
無
二
の

こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
伊
勢
丹
な
ら
ば
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
U
P
|
T

O
I
D
A
T
E
の
ス
タ
イ
ル

が
絶
対
価
値
で
あ
り
、
一
＿
＿
越

で
は
高
額
品
の
品
揃
え
と
お

帳
醤
度
に
よ
る
優
良
顧
客

管
嘩
は
絶
対
価
値
、
高
島
臨

で
は
ど
の
店
舗
で
も
洗
練
さ

れ
た
ト
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

な
生
活
文
化
が
絶
対
価
値
と

い
っ
た
よ
う
に
、
他
社
に
も

何
か
こ
こ
だ
け
は
譲
れ
な
い

と
い
う
絶
対
価
値
が
あ
る
は

ず
で
、
そ
れ
を
な
い
が
し
ろ

に
す
る
と
必
ず
や
同
費
化
に

陥
る
。や

は
り
百
貨
店
は
明
日
の

夢
を
見
せ
て
く
れ
る
場
所
、

心
が
躍
る
場
所
で
な
け
れ
ば

と
惑
じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
五
番
街
に

ぁ
虐
舗
百
貨
店
「
サ
ッ
ク

ス
・
フ
ィ
フ
ス
・
ア
ベ
ニ
ュ

ー
（
サ
ッ
ク
ス
）
」
だ
。
外

観
は
サ
ッ
パ
リ
し
た
印
象
だ

が
、
一
歩
中
に
入
る
と
空
問

が
醸
し
出
す
舞
台
に
引
き
込

1
階
に
は
専
用
エ
レ
ペ
ー
タ
ー
ま
で
あ
る

鵬る
特
運
婦
人
靴
売
り
場
で
、
~

1
階
か
ら
専
用
エ
レ
ベ
ー
タ
＾

ー
が
あ
る
。

W
O
M
E
N
,
▲

E
と
名
付
け
ら
れ
た
フ
ロ
ア
1

は
9
3
o・mに
io万
足
を
品
1

ル
ジ
ュ
が
手
厚
い
接
客
で
も
1

て
な
す
。
そ
こ
は
ま
る
で
靴
g

の
衷
の
よ
う
な
場
所
で
あ
一

り
、
こ
の
完
り
場
づ
く
り
こ
g

嘉
サ
ッ
ク
ス
の
結
泡
囲
二

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

1
O
-

0
2
2と
い
う
の
は
郵
便
番
i

号
な
の
で
、
五
番
街
の
住
所
一

に
見
立
て
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
＾

誓
店
と
し
て
の
自
信
と
ウ
一

百
貨
店
再
生
に
は
樺
造
改
1

筈
忍
取
り
組
み
が
急
窃
1

で
あ
り
、
組
織
の
在
り
方
、

1

商
取
引
の
改
革
、
商
品
開
発
、
1

器
の
墾
く
人
材
教
育
な
1

ど
幅
広
い
取
り
組
み
が
必
要
i

だ
。
次
回
の
「
商
い
の
新
し
い
6

も
の
さ
し
」
で
は
そ
盆
或
略

o

慇
窟
指
し
示
し
て
い
く
。
、
1


